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米國費海のプラネタリウムだよリ

　　　　　　4，5日前在フヰテデルフイヤの子供より左

の通信に接し候．

　其1節．“先達プラネタサウムに行って來

ました，これだけはうまく考へたものです．

科學の殺風景な世界にもこ製だけは何となく

温く感ぜられました、お父さん1V・つやら猫

逸のツァイスのカタログの中で星座を示す機

械を見たことがあるでしょう．天井が画くな

ってみて，室の眞中に機械があり，中に電燈があり，其の光が小さな穴を通

して丸天井に映るのです．始めに黄昏，次第に夜が更けて行くと，星がキラ

キラ見え出します．説明者がみて星に關する概念を與へた後L最初のクリス

マスの室コを見せてくれました．邸ちイエス様がベテレハムの馬小屋でお生

れになり，3人の東方の博士達が訪ねて來た時分の塞です．約2000年前の室，

北極星の位置が少し違ってみたでせう．それから，火星，土星，木星の3星

春信です．此3星の羅合を3人の博士達が見て人類の王の誕生を信じて拝し

に來たのだとv・ふ説明があり，丸天井には白衣の天使の姿がうつし出され，

青，黄，榿の雲が表はれ，其下にヨセブとマリアの絵がうつし出され，サイ

レントナイトの讃美歌と聖書の朗話とで夜が次第に明け，プラネタリウムに

於ける1時騒騒の室の見物を終りました．溢れを見て何入もの入が，かつて

肉眼で星の室を薦め，鞭打つたものがあるでせうか，之れから一つ室を見て

やらうと決心して，そこを出て行く何入の人がみるでせうか．睡れから，ま

た，こNを訪ねる澤山の入があるでせうが，願はくはこれにより，細かく輝

く天の星を心から眺める人の多からんことを願って居ります．”云々．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一．．一一一一一L（長谷川周治）

訂正前號（190號）巻頭文中，紀元節が薔旧正月元旦に當る年として

1918年を附加す．


